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唐時代の陶俑　

　ଽ代中国では、人がሦくなったあとも、生きていたときと၍じようなᇿらしができる

ようにと৪い、お墓の中にさまƋまなᆀ物を入れました。これらは「ነ৯」と呼ばれ、

人や動物、ऌભなどをဘやኪでఢりました。それらは「俑」と呼ばれます。俑をお墓に

入れる೺ষはଽくから໗き、中国の長い፾ౝの中で受け૫がれてきました。そのたƶ、

२時代の人たちのᆴົやᄉ૙、生活の様子がよく表されているたƶ、ึのᇿらしをཐる

大โな手がかりになっています。

　唐時代（������� Ⴉ）、中国は「ǢȖǚȘ|ド」という交࡟᎓（物をპりოいするたƶのၗ）

をྫྷじてアジアやȓ|ȘǮǼの国々とมんに交流していました。首都の長安には多くの

外国人がആまり、さまƋまな文化が行き交う

国఑的な都市となっていました。そのたƶ、

唐時代の俑には中国の人だけでなく、外国

の人や動物も෾多く表され、また૛もと

てもȕアȖで、ᅖしくනƚけされた

ものが多くఢられています。その

代表的なものがȔǚǫ（‷′）の

俑（図 �）です。Ȕǚǫ（‷′）

は「௱ჳの船」とも呼ばれ、ஃい

௱ჳを旅する൒人たちのझ物をࢥび

ました。ǢȖǚȘ|ドの交࡟を౫えた

大โな動物であり、中国では富やᄣࢯの

象徴と考えられていました。‷′俑は、こƫ

や毛ᇖƴまで఍かくఢられており、当時の

人々がࡣ国の文化に੫い৘඾をಏっていた

ことが伝わってきます。
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　また、唐時代のお墓からは、外国人を表した俑も見つかっています。彫りが深く、大

きな目をしており、高い鼻であごひげをたくわえた中央アジアの人々（中国では胡人と

言われました）の特徴をよく表した胡人俑（図２）が代表的ですが、なかには「崑崙奴」

と呼ばれる東南アジア系の人々を表したもの（崑崙俑）があります。崑崙俑（図３）は、

巻き毛や大きな目、太い眉、裸足の姿などが特徴で、唐時代のお坊さんが７世紀後半に

インドおよび東南アジア諸国を旅して、見聞きしたことを書いた『南海寄帰内法伝』と

いう本に書かれた崑崙人の特徴と重なります。彼らは唐時代の首都である長安（現在の

陝西省西安市）に連れてこられ、動物の世話や船の仕事、音楽の演奏などを行っていま

した。当時の貴族たちは、崑崙奴を自分のもとで働かせることを富や地位の象徴と考え

ていたようです。

　崑崙俑の中には、片手を高く上げて楽しそうに踊る姿のものもあります。その生き生

きとした表情や動きからは、唐の人々が外国の文化を受け入れ、交流を楽しんでいた様

子が感じられます。これらの俑は、唐が平和で活気に満ち、多くの国々とつながってい

た時代であったことを今に伝えています。
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